
「入ってよかった」「続けてよかった」「企業も地域もよくなった！」

㈱キタイ電気
地元の暮らしを守る

エネルギーサポーター

～互いに支えあい、励ましあい、援けあう～
私たちは地域にあってよかったと言われる同友会であり続けます
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静岡県中小企業家同友会会費 口座振替のお知らせ

口座振替日／2023年４月６日（木）
振 替 会 費／令和５年度上期会費（令和５年４月～令和５年９月）
振 替 額／県会費30,000円、支部費（下記の通り）の合計額
　　　　　　（伊東・三島・沼津・富士・富士宮・志太・榛南支部 6,000円、　御殿場支部 12,000円）

上記の通り、会費をご指定の口座から振替させて頂きますので、ご確認をお願い致します。
なお、領収については、通帳への記帳をもって代えさせて頂きます。
納入代行会社は「SMBCファイナンスサービス㈱」通帳印字は「SMBC（ドウユウカイ）」名で引き落としされますの
でご注意下さい。

左から戸田氏、北井氏、鈴木氏

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆
私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆
私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆

私たちは、企業と地域を守る経営者の矜
きょうじ
持と努力を結集し、

学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します



る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
昨
年

９
月
23
日
に
発
生
し
た
台
風
15
号
を

原
因
と
す
る
大
規
模
停
電
に
よ
り
私

た
ち
は
改
め
て
電
気
、
ガ
ス
、
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
あ
り
が
た

み
を
再
認
識
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
様
な
事
も
あ
り
北
井
社
長
は
会

社
の
存
在
意
義
を
再
確
認
し
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
し
て
経
営
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
社
会
問
題
解
決
に
向
け
て

　

昨
年
２
月
に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
原
油
高
、

円
高
な
ど
が
重
な
り
、
電
気
料
金
が

大
幅
に
上
が
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

は
我
々
の
生
活
や
会
社
経
営
に
多
大

な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
は
耕
作
放
棄
地
、
農
地
転
用
な

ど
の
問
題
が
長
年
続
き
、
地
元
の
活

性
化
に
影
響
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
自
然
災
害
が

勃
発
し
、
そ
れ
を
原
因
と
し
た
大
規

模
＆
長
期
停
電
が
今
後
も
発
生
す
る

こ
と
が
残
念
な
が
ら
想
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
出
来
な
い
も
の
か

と
考
え
た
北
井
氏
は
、
農
業
事
業
も

兼
務
し
て
い
る
実
姉
で
あ
り
、
同
社

取
締
役
の
北
井
久
美
絵
氏
を
代
表
と

し
た
一
般
社
団
法
人
中
部
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
ろ
ま
い
会
を
立
ち

生
活
に
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
支
え
る

　

㈱
キ
タ
イ
電
気
は
１
９
９
９
年
７

月
に
北
井
氏
の
父
で
あ
り
現
会
長
の

北
井
邦
彦
氏
が
長
年
培
っ
て
き
た
電

気
技
術
を
さ
ら
に
活
か
す
為
に
独
立

＆
設
立
し
た
会
社
で
す
。
当
時
、
邦

彦
氏
を
親
方
の
様
に
慕
っ
て
い
た
他

の
電
気
技
術
者
も
入
社
、
そ
し
て
時

同
じ
頃
に
現
社
長
の
北
井
寛
己
氏
も

加
わ
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

現
社
長
の
北
井
氏
は
「
電
気
工
事

は
『
裏
方
の
仕
事
』」
と
常
日
頃
か

ら
話
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
建
築
現

場
等
で
は
屋
根
裏
な
ど
人
目
に
な
か

な
か
つ
か
な
い
場
所
や
高
所
な
ど
で

電
気
工
事
作
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

仕
事
の
成
果
な
ど
が
一
般
市
民
に
は

な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い
仕
事
で
あ

上
げ
ま
し
た
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と

農
業
を
コ
ラ
ボ
し
た
事
業
を
展
開
し

よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
上
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
蓄
電
さ
れ

た
電
気
を
他
の
畑
と
シ
ェ
ア
。
耕
作

放
棄
地
対
策
、
農
業
の
効
率
化
、
そ

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
一
気
に
解

決
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
お
り
、
現

在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
講
演
活

動
等
も
通
じ
て
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
に
は
農
地
転

用
問
題
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
地
元
経
済
発
展
、
社
会
貢
献
を
し

た
い
と
い
う
北
井
社
長
の
思
い
は
強

く
、「
今
後
も
根
気
強
く
活
動
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
が
人
命

を
守
る

　

古
民
家
カ
フ
ェ
の
様
な
純
和
風
の

社
屋
の
中
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守

る
こ
と
は
人
命
も
守
っ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
く
」
と
、
総
合
的
な
電

気
設
備
工
事
の
技
術
を
生
か
し
、
地

元
経
済
活
性
を
し
て
い
く
固
い
決
意

を
示
す
北
井
氏
。
今
後
、
更
に
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
、
会
社
を
後

に
し
ま
し
た
。

取
材
・
原
稿
：
戸
田 

正
人
氏

 

（
㈲
安
心
総
合
保
険
事
務
所
・
中
遠
支
部
）

取
材
：
鈴
木 

弘
之
氏

 

（
税
理
士
法
人　
あ
い
会
計
・
中
遠
支
部
）

㈱キタイ電気
〒438-0803　磐田市富丘226-7
TEL：0538-37-1467
URL：http://kitaidenki.com/
設立　1999年７月29日
社員数　８名
入会年月　2016年５月
事業内容　�総合電気設備工事・設計・施工・管理

太陽光発電設備工事

㈱キタイ電気（中遠支部）

代表取締役　北井 寛己氏

地元の暮らしを守る
� エネルギーサポーター

左から戸田氏、北井氏、鈴木氏

電気メーターの整備風景

エネルギー問題解決にむけて北井久美絵氏（左）と取り組む

2



会
員
訪
問
記

会
員
訪
問
記

嬉
し
い
想
定
外
の
事
業
承
継
、
そ
し
て
飛
躍
へ

㈱
ア
イ
ソ
ー

取
締
役
会
長
　
　
　
秋
山 

和
孝
氏
（
沼
津
支
部
）

代
表
取
締
役
社
長
　
秋
山 

朋
秀
氏
（
沼
津
支
部
）

家
業
に
戻
る
と
決
め
て
か
ら
現
会
長
へ

相
談
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
初
は
現
場
か
ら

　

朋
秀
氏
は
入
社
後
、
現
会
長
か
ら

「
入
社
か
ら
３
年
間
は
現
場
で
の
作
業

だ
け
を
行
い
、
会
社
の
機
能
を
身
を

も
っ
て
知
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
現

場
を
中
心
に
業
務
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
は
営
業
の
面
で
も
ネ
ッ
ト
の
時
代
と

思
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
。
そ
こ

か
ら
の
問
合
せ
や
成
約
も
あ
り
、
成
果

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
競
合
は
多
く
、

他
社
と
同
じ
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

小
さ
い
仕
事
に
も
小
回
り
を
利
か
せ
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
す
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
１
件
１
件
い
た

だ
い
た
案
件
に
必
ず
顔
を
出
す
よ
う
に

し
て
関
係
づ
く
り
を
し
、
会
社
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
意
識
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
現
在
は
他
県
で
の
仕

事
が
多
い
も
の
の
、
徐
々
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
問
合
せ
等
で
地
元
の
お

客
様
が
増
え
て
い
る
の
は
よ
い
変
化
だ

と
語
り
ま
す
。

事
業
承
継
へ
の
思
い

　
現
会
長
は
「
息
子
か
ら
、
会
社
を
辞

め
た
後
に
事
業
承
継
の
相
談
が
あ
っ
た

の
で
大
変
驚
い
た
」
と
言
い
、「
手
作

業
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
に
美
学

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
、

技
術
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た

め
の
体
制
作
り
を
考
え
な
が
ら
事
業
承

継
を
進
め
た
」
と
話
し
ま
す
。

今
後
は
組
織
作
り
が
課
題

　
「
会
社
と
し
て
、
組
織
が
ま
だ
し
っ

か
り
機
能
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
そ

れ
ぞ
れ
の
部
に
分
け
、
風
通
し
も
よ
く

グ
ッ
ド
な
会
社
に
し
て
い
き
た
い
。
社

員
の
方
フ
ァ
ー
ス
ト
を
考
え
て
進
め
て

い
き
た
い
」
と
語
る
朋
秀
氏
。
今
の
仕

事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
点
に
つ
い

て
「
手
作
業
で
な
い
と
出
来
な
い
、
機

械
化
・
Ａ
Ｉ
化
出
来
な
い
分
野
で
あ
る

こ
と
。
そ
の
仕
事
の
や
り
が
い
と
お
客

様
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
本
当
に
う
れ

し
い
」
と
言
い
ま
す
。
社
員
、
パ
ー
ト

現
社
長
は
34
歳
、
嬉
し
い
想
定
外

　
㈱
ア
イ
ソ
ー
は
創
業
約
50
年
、
制
御

盤
の
設
計
や
製
作
等
電
気
に
関
す
る
諸

問
題
を
解
決
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
正
社
員
４
名
、
パ
ー
ト
５
名
で
役

員
含
め
合
計
12
名
の
会
社
で
す
。
現
在

34
歳
の
秋
山
朋
秀
氏
（
代
表
取
締
役
社

長
）
は
６
年
前
に
会
社
に
戻
り
、
４
年

前
に
代
表
取
締
役
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
実
は
現
会
長
の
秋
山
和
孝
氏
は
、

息
子
に
会
社
を
継
い
で
も
ら
う
つ
も
り

は
な
く
、
従
業
員
に
継
い
で
く
れ
る
人

が
い
れ
ば
よ
し
、
ダ
メ
だ
っ
た
ら
会
社

を
畳
む
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
そ
う

で
す
。
朋
秀
氏
は
社
会
人
と
し
て
地
元

の
金
融
機
関
へ
入
社
し
勤
務
す
る
中
で
、

後
継
者
問
題
に
困
っ
て
い
る
社
長
を
見

た
り
、
技
術
が
あ
る
会
社
が
ど
う
し
よ

う
も
な
く
な
り
廃
業
し
て
い
く
様
子
を

み
て
き
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
続

け
る
か
経
営
者
と
な
る
か
を
悩
ん
だ
末
、

の
方
問
わ
ず
良
好
な
関
係
を
築
い
て
、

仲
間
と
一
丸
と
な
っ
て
達
成
感
を
味
わ

う
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
の
こ

と
で
す
。
現
会
長
か
ら
も
「
社
長
が
変

わ
っ
た
こ
と
で
今
い
い
風
が
吹
い
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
も
乗
り
越
え
売
上
も
増
え

て
い
る
。
会
社
が
良
い
方
向
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
太
田 

喜
貴
氏

 

（
㈱
キ
ラ
ガ
・
沼
津
支
部
）

取
材
：
片
野 

浩
一
氏

 

（
㈲
弥
生
製
作
所
・
沼
津
支
部
）

　
　
　
滝
川 

浩
氏

 

（
肩
こ
り
腰
つ
う
倶
楽
部
・
沼
津
支
部
）

　
　
　
田
村 

雅
彦
氏

 

（
㈱
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
・
沼
津
支
部
）

　
　
　
山
下 

富
美
子
氏

 

（
ク
ー
ド
ゥ
ク
ー
ゥ
・
沼
津
支
部
）

㈱アイソー
〒410-0873　沼津市大諏訪568
TEL：055-923-2321　
URL：https://www.aisoh.co.jp/
設立　1971年７月
社員数　12名（役員・パート5名含む）
入会年月　秋山和孝氏　1995年9月
　　　　　秋山朋秀氏　2016年3月
事業内容　�各種自動制御盤・高低圧配電盤・分電盤の設計

制作、既設制御盤改造及び模様替、シーケンスコ
ントローラソフトの設計開発、傾斜地電動モノ
レール装置の開発・設計

社内を案内する秋山和孝氏

事業への想いを語る秋山朋秀氏（奥側・中央）

製品を製造する工場
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会員さんお邪魔します



会
員
訪
問
記

“
自
ら
の
意
思
と
価
値
を
高
め

�

企
業
や
社
会
の
次
を
つ
く
る
”

シ
ー
．ア
ー
ル
．シ
ー
㈱

営
業
管
理
部
長
　
望
月 

勝
代
氏
（
富
士
支
部
）

私
は
カ
メ
レ
オ
ン

　

今
回
訪
問
し
た
、
シ
ー
．ア
ー
ル
．

シ
ー
㈱
の
望
月
勝
代
氏
は
富
士
支
部
で

も
有
名
な
バ
リ
バ
リ
の
営
業
ウ
ー
マ
ン

で
す
。「
商
人
は
“
水
”
で
あ
れ
」「
お

客
さ
ん
に
合
わ
せ
て
丸
に
で
も
四
角
に

で
も
な
れ
る
。
そ
れ
が
プ
ロ
と
い
う
も

の
だ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
望

月
氏
は
ご
自
身
の
こ
と
を
、“
カ
メ
レ

オ
ン
”
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
お
客
様
と

接
す
る
と
き
は
、
お
客
様
が
居
心
地
よ

く
話
が
で
き
る
よ
う
常
に
自
分
の
色
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
シ
ー
．ア
ー
ル
．シ
ー
㈱
の
表
現

で
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

パ
ー
ト
ナ
ー（Ondem

and casting 
partner

）
と
い
う
そ
う
で
す
。

競
争
激
し
い
人
材
派
遣
業
界
に

生
き
る
　

　
人
材
派
遣
業
界
は
会
社
が
い
く
つ
も

乱
立
す
る
過
当
競
争
な
業
界
で
す
。
同

社
も
そ
の
さ
な
か
に
あ
り
、
扱
う
商
品

は「
人
」
で
あ
り
、「
人
材
」
と
も「
人

罪
」
と
も
「
人
財
」
と
も
な
り
え
ま
す
。

そ
の
商
品
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、

そ
の
“
教
育
・
訓
練
”
こ
そ
全
て
と
言

え
ま
す
。
社
員
価
値
を
高
め
る
こ
と
か

ら
、
企
業
価
値
も
向
上
す
る
と
い
う
考

え
方
で
す
。
派
遣
会
社
は
、
登
録
社
員

こ
そ
が
い
わ
ば
商
品
・
製
品
で
す
の
で
、

そ
の
教
育
・
訓
練
こ
そ
会
社
の
差
別
化
、

競
争
力
の
強
化
に
繋
が
り
ま
す
。
望
月

氏
は
営
業
、
労
務
管
理
者
、
統
括
部
長
、

研
修
教
官
、
支
配
人
、
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
、
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
…
ｅ
ｔ
ｃ
と
、

様
々
な
顔
を
持
つ
女
性
で
す
。
マ
ナ
ー

講
師
も
行
っ
て
お
り
、
基
礎
と
な
る
お

辞
儀
の
角
度
か
ら
応
用
ま
で
お
手
の
物

で
す
。

共
同
求
人
委
員
長
と
し
て
富
士
地
域
で 

中
小
企
業
の
魅
力
発
信
の
機
会
を
つ
く
る

　
望
月
氏
は
富
士
支
部
で
共
同
求
人
委

員
長
を
担
い
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま

す
。
か
ね
て
よ
り
中
小
企
業
の
魅
力
発

信
の
機
会
創
出
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
、
富
士
支
部
会
員
、
県
の

共
同
求
人
委
員
会
（&YourLife

）
と

連
携
し
、「
富
士
山
地
区
合
同
企
業
説

明
会
」
を
開
催
。（
今
年
も
３
月
28
日

に
開
催
予
定
で
す
）
中
小
企
業
の
採
用

求
人
に
む
け
た
活
動
を
新
た
に
実
現
し

ま
し
た
。
今
後
も
専
門
学
校
や
大
卒
求

人
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
予
定
で
す
。

人
材
確
保
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
開
催
に
む
け
て
会
員
を
巻

き
込
み
、
成
し
え
た
事
業
で
し
た
。

「
中
小
企
業
は
協
力
し
合
い
、
共
同
で

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
に

魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
く
と
思
う
」
と
望

月
氏
は
話
し
ま
す
。

同
友
会
と
の
出
会
い
と
変
化

　
望
月
氏
は
竹
内
昭
八
氏
（
㈱
タ
ケ
ウ

チ　

代
表
取
締
役
会
長
／
富
士
宮
支

部
）
の
ご
紹
介
で
２
０
１
６
年
に
入
会

し
ま
し
た
。「
経
営
者
の
勉
強
に
な
る

よ
」
と
竹
内
氏
か
ら
い
わ
れ
、「
竹
内

会
長
の
よ
う
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
思
っ
て
入
会
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
の
ご
活
躍
は
多
言
を
要
し
ま
せ

ん
。
ま
さ
に
「
水
を
得
た
魚
の
ご
と

く
」
事
業
の
発
展
に
む
け
て
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。
と
く
に
「
会
員
と
の
交
流

が
刺
激
に
な
り
、
よ
り
一
層
の
向
上
心

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
望
月
氏
。

そ
の
姿
を
見
て
、
な
ん
と
ご
子
息
が
転

職
し
て
同
社
へ
入
社
し
ま
し
た
。
現
在

シー. アール. シー㈱
〒417-0055　富士市永田町1-153
TEL：0545-57-4655
URL：https://crcjob.net
設立　2000年６月28日
社員数　10名
入会年月　2016年２月
事業内容　�人材派遣業・有料職業紹介業、ア

ウトソーシング、各種請負（製
造・加工・梱包・組立・検査）

も
望
月
氏
は
、
会
社
を
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
注
力
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
富
士
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
く
仲
間
と
し
て
心
強
さ

を
感
じ
る
訪
問
で
し
た
。

取
材
・
記
事
：
佐
藤 

義
幸
氏

 

（
松
本
工
業
㈱
・
富
士
支
部
）

望月 勝代氏

富士市役所前大通りに面するシー.アール.シー㈱

望月氏（中央）と社員の皆さま
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会員さんお邪魔します



　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
新
会
員
に
む
け
て
同
友
会
を

知
っ
て
頂
く
機
会
と
し
て
、
ま
た
仲
間
と
の
交
流

の
場
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い
る
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ

ナ
ー
。
２
月
は
10
名
が
参
加
。
静
岡
市
清
水
区
で

シ
ー
ト
の
加
工
業
を
営
む
望
月
正
洋
氏
（
㈱
イ
ハ

ラ
テ
ン
ト
工
業
代
表
取
締
役
／
静
岡
支
部
）
が
報

告
し
ま
し
た
。
望
月
氏
は
本
年
度
、
第
19
期
経
営

指
針
を
創
る
会
を
受
講
し
ま
し
た
。
創
る
会
で
の

気
づ
き
を
活
か
し
、
自
ら
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
な
っ
た
望
月
氏
。

徐
々
に
望
月
氏
と
社
員
、
ま
た
、
社
員
同
士
が
相

談
し
合
え
る
環
境
に
変
わ
っ
て
い
き
、
社
員
か
ら

の
意
見
が
増
え
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
後
半
は

「
あ
な
た
と
社
員
と
の
距
離
感
」
を
テ
ー
マ
に
バ
ズ

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。「
社
員
を
信
頼
す
る
こ
と
で

任
せ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
る
」「
相
手
に
尊
敬
す
る

気
持
ち
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
重
要
」
な
ど

意
見
が
あ
り
、
社
員
へ

の
想
い
や
関
わ
り
方
に

つ
い
て
深
め
あ
う
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
３
月
24
日

（
金
）、
今
井
靖
氏
（
㈱

カ
ル
ゴ
代
表
取
締
役
／

静
岡
支
部
）
が
報
告
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
知
り
合

い
の
経
営
者
と
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

公
正
取
引
委
員
会

�
中
部
事
務
所
と
の
懇
談
会

明
日
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

�

自
ら
動
い
て
実
践
！

～
社
員
と
共
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
あ
る
会
社
を
目
指
し
て
～

３
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

２
月
24
日（
金
）　
同
友
会
事
務
局
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

２
月
24
日（
金
）　
同
友
会
事
務
局

「
女
性
部
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
レ
ッ
ジ
」

　
オ
ー
プ
ン
な
語
り
と
訪
問
で
磨
き
あ
い

�

２
月
３
日（
金
）　
株
式
会
社�

山
﨑
製
作
所　
参
加
：
㉔
名

　

今
回
で
第
２
回
目
と
な
る
女
性
部
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
カ
レ
ッ
ジ
は
、
静
岡
支
部
の
㈱
山
崎
製
作
所
の

新
社
屋
を
会
場
と
し
「
多
様
な
人
材
が
多
様
に
活

躍
す
る
会
社
へ
の
改
革
・
・
・
企
業
は
人
で
出
来

て
い
る
」
と
題
し
て
山
崎
か
お
り
氏
よ
り
実
践
報

告
を
伺
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
討
論
と
工
場
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
板
金
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
社

員
の
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
山
崎

氏
の
経
営
改
革
は
「
円
の
組
織
創
り
」
や
「
職
人

の
技
術
の
継
承
」、「
夢
の
あ
る
仕
事
づ
く
り
」
の

三
本
柱
。
横
に
繋
が
り
輪
と
な
っ
た
組
織
で
、
国

家
資
格
の
取
得
推
進
に
よ
る
技
術
向
上
や
、
社
員

の
技
術
や
セ
ン
ス
を
活
か
し
お
客
様
の
声
を
原
動

力
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
産
み
出
す
な
ど
様
々
な
改

革
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
社
を
飛
び
出
し

た
他
社
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
貢
献
。
そ
の
発
展

的
な
実
践
の
中
で
、
動
画
や
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
作

成
な
ど
、
若
手
社
員
が
主
体
的
に
活
躍
し
自
社
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
山
崎
氏
の
取
り
組
み
を

ヒ
ン
ト
に
生
産
効
率
の
向
上
の
取
り
組
み
工
夫
、

社
員
を
ど
の
よ
う
に
経
営
に
巻
き
込
ん
で
い
く
か
、

ま
た
５
年
10
年
先
を
見
込
ん
だ
育
成
の
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
情
報
交
換
や
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
静
岡
の
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
発
信
す
る
」

べ
く
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
し
て
立
ち
上

が
っ
た
新
工
場
は
、
板
金
加
工
の
現
場
を
見

学
・
体
験
で
き
る
よ
う
な
つ
く
り
に
な
っ
て
お
り
、

　

こ
こ
数
年
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
公
正
取
引

委
員
会
中
部
事
務
所
と
の
懇
談
会
を
２
年
ぶ
り
に

リ
ア
ル
開
催
し
ま
し
た
。
公
正
取
引
委
員
会
中
部

事
務
所
か
ら
は
岡
所
長
は
じ
め
５
名
が
お
越
し
に

な
り
ま
し
た
。
同
友
会
か
ら
は
遠
藤
会
長
、
井
上

代
表
、
松
葉
代
表
、
秋
山
事
務
局
長
が
同
席
し
ま

し
た
。
公
正
取
引
委
員
会
の
最
近
の
活
動
状
況
と

し
て
、
下
請
法
の
執
行
強
化
（
相
談
窓
口
０
１
２

０

－

０
６
０

－

１
１
０
）
な
ど
を
明
記
し
た
「
中

小
事
業
者
等
取
引
公
正
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

や
下
請
法
の
運
用
状
況
、
企
業
間
取
引
の
公
正
化

へ
の
取
り
組
み
、
企
業
向
け
の
各
種
相
談
窓
口
を

紹
介
。
続
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
同

友
会
か
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
の
価
格
転
嫁
が
困
難

な
現
状
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
へ
の
懸
念
、

価
格
決
定
に
関
す
る
課
題
な
ど
を
現
場
の
声
と
し

て
伝
え
ま
し
た
。
最
後
に
、
松
葉
代
表
理
事
よ
り

「
気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
づ
く
り
を
続
け
、
同

友
会
３
つ
の

目
的
に
あ
る

よ
い
企
業
、

よ
い
経
営
者
、

よ
い
経
営
環

境
へ
繋
げ
て

い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
の
あ
と
は
山
崎
か
お
り
氏
と
ご
息

女
山
崎
瑠
璃
氏
の
ガ
イ
ド
で
工
場
内
を
見
学
し
ま

し
た
。
ピ
ン
ク
色
の
ド
ア
が
と
て
も
印
象
的
な
工

場
は
、
動
線
も
含
め
、
開
か
れ
た
企
業
に
な
ろ
う

と
す
る
覚
悟
を
感
じ
、
弊
社
も
常
に
社
員
の
持
つ

力
を
引
き
出
し
経
営
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

　

次
回
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
レ
ッ
ジ
は
４
月
７
日

（
金
）
に
開
催
、
津
賀
由
布
子
氏
（
㈲
サ
ン
デ
ィ

オ
ス
・
沼
津
支
部
）
が
報
告
し
ま
す
！
女
性
経
営

者
の
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

塩
川 

祐
子
氏

　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
母
力
向
上
委
員
会
・

 

富
士
宮
支
部
）これまでの経営を語る山崎氏

望月氏が経営への取り組みを報告

左から、松葉代表理事、井上代表理事、
　　　　遠藤会長、秋山事務局長
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２
月
１
７
日
（
金
）
に
レ
イ
ア
ッ
プ
御
幸

町
ビ
ル
に
て
、静
岡
同
友
会
県
青
年
部
例
会

を
開
催
。県
内
７
支
部
か
ら
総
勢
５
１
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

報
告
者
に
は
佐
藤
賢
一
氏
（
佐
藤
食
品

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
／
秋
田
県
中
小
企
業

家
同
友
会
副
代
表
理
事
）が
登
壇
。「
恐
れ
ず

実
践
！
同
友
会
運
動
と
自
社
経
営
は
不
離

一
体
」を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

             

「
食
」
を
通
し
て
笑
顔
を
提
案
す
る 

 

佐
藤
氏
は
２
０
０
８
年
に
佐
藤
食
品
㈱

に
入
社
。翌
年
に
秋
田
県
中
小
企
業
家
同
友

会
に
入
会
し
ま
し
た
。入
会
し
て
す
ぐ
の
頃

は
あ
ま
り
活
動
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た

と
話
す
佐
藤
氏
。同
友
会
へ
の
関
わ
り
が
大

き
く
変
化
し
た
の
は
、
２
０
１
１
年
に
経
営

指
針
を
創
る
会
を
受
講
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。厳
し
く
も
あ
た

た
か
い
環
境
で
社
員
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
学
び
、作
成
し
た
経
営
理
念
は「『
食
』を

通
し
て
、
笑
顔
を
提
案
す
る
」
で
し
た
。
受

講
後
に
経
営
指
針
を
社
内
で
発
表
し
同
調

す
る
社
員
は
い
た
も
の
の
、年
々
数
字
は
悪

化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

２
０
１
４
年
に
退
職
者
が
多
数
出
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、リ
ス
タ
ー
ト
を
決

意
。
２
０
１
５
年
に
「
合
わ
な
い
仕
事
は
や

ら
な
い
」
こ
と
を
全
社
員
に
宣
言
。
社
長
の

考
え
を
明
確
に
し
、社
員
に
発
信
し
た
こ
と

で
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
の
を
感
じ
た
と

言
い
ま
す
。そ
の
後
も
社
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
を
経
験
す
る
も
、社
員
と
の
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、社
員
が
育
つ
環
境
づ
く

り
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。試
行
錯
誤

し
な
が
ら
同
友
会
で
の
学
び
を
素
直
に
受

け
止
め
、
実
践
に
繋
げ
て
い
ま
す
。 

佐
藤
氏
は
同
友
会
で
の
学
び
に
つ
い
て

「
同
友
会
は
組
織
経
営
を
学
ぶ
場
。同
友
会

と
の
関
わ
り
が
増
え
る
こ
と
で
学
び
は
増

え
ま
す
。
主
体
的
に
関
わ
り
、
よ
い
会
社
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
参
加
者
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
討
論
で
実
践
を
語
り
あ
う
！ 

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は「
同
友
会

の
学
び
を
自
社
経
営
に
ど
う
活
か
し
て
い

ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。
入
会
間
も

な
い
方
や
ベ
テ
ラ
ン
会
員
、入
会
候
補
の
ゲ

ス
ト
の
方
も
含
め
、同
友
会
と
の
関
わ
り
と

自
社
で
の
実
践
、よ
い
企
業
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
を
学
び
あ
い
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
の
感
想 

休
み
を
増
や
す
の
に
生
産
性
を
１
０

３
％
に
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
為
に
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
？
な
ど
社
員
の
要
望
を
聞

き
、ど
う
し
た
ら
叶
え
ら
れ
る
か
を
わ
か
り

や
す
く
提
示
し
て
話
し
合
う
な
ど
、実
践
の

仕
方
が
役
に
立
っ
た
。 

渡
邉
且
真
県
青
年
部
会
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

各
支
部
か
ら
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。同
友
会

の
仲
間
と
共
に
学
び
、素
直
に
む
き
あ
え
て

い
る
か
。
実
践
し
よ
う
と
思
え
て
い
る
か
。

や
っ
た
気
に
な
っ
て
い
な
い
か
。佐
藤
さ
ん

の
報
告
か
ら
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

県
青
年
部
は
次
年
度
、毎
月
第
１
火
曜
日

に
開
催
し
ま
す
。学
び
多
き
時
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！
静
岡
同
友
会
を
県
青
年

部
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

静
岡
同
友
会
県
青
年
部
例
会 

県
内
か
ら
５
１
名
が
参
加
！ 

恐
れ
ず
実
践
！
同
友
会
活
動
と
自
社
経
営
は
不
離
一
体 

座長を務めた杉本かづ行氏（左、㈲静岡木工）
と報告者の佐藤賢一氏（右、佐藤食品㈱） 

会場に熱気溢れるグループ討論 
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３月
16日(木)

富士例会（19:00　ロゼシアター＆ZOOM）
榛南例会（19:00　牧之原市総合健康福祉センター
� さざんか2階（ZOOM併用））
中遠例会（19:00　磐田市総合健康福祉会館
� （iプラザ）ふれあい交流室3）

17日(金) 県組織増強委員会（17:30　事務局＆ZOOM）
県政策委員会（静岡県経済産業ビジョン学習会）
（17:00　事務局＆ZOOM）

20日(月) 第20期経営指針を創る会打合せ
（19:00　事務局＆ZOOM）

23日(木) 県理事会（15:00　同友会事務局（会場メイン）、
� ZOOM併用開催）

24日(金) イントロセミナー（19:00　事務局＆ZOOM）
27日(月) 三島例会（19:00）
28日(火) 県例会企画委員会（18:30　ZOOM）
30日(木) 第１回全県経営フォーラム実行委員会

（14:00　ペガサート７階　小会議室１・２）

４月
3日(月)～
� 4日(火)

県共育委員会主催　合同入社式・若手社員研修
（4/3　10:30　ペガサート
　4/4　 9:30　静岡県総合社会福祉会館シズウェル）

4日(火) 富士宮支部　合同入社式
（10:30　ゲストハウスフォレストヒルズ）

5日(水) 総務財務委員会（16:00　事務局＆ZOOM）
6日(木) 正副代表理事会（15:00　事務局＆ZOOM）
7日(金) 県女性部ダイヤモンドカレッジ（第3回）

（14:00　㈲サンディオス＆ZOOM）
富士宮総会
（18:30　志ほ川バイパス店）

11日(火) 静岡総会
（18:30　ホテルグランヒルズ静岡）

12日(水) 御殿場総会
（18:00　御殿場高原　時之栖）

13日(木) 沼津総会
（18:00　リバーサイドホテル）
浜松総会
（18:30　ザザシティ浜松）

３月16日㈭～４月15日㈯3月・4月

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

内
うち

山
やま

　智
さと

美
み ㈱隗コーポレーション

食料・飲料卸売業 沼津 梶川久美子

望
もち

月
づき

　北
ほく

斗
と イメージONE

看板全般・各種デザイン・広告等 富士宮 深澤　哲郎

遠
えん

藤
どう

　智
とも

也
や 清水メタル産業㈱

鉄工業 静岡 平岡　伸樹

下
しも

坪
つぼ

　壮
そう

介
すけ 薫風堂

アロマセラピー関連商品の訪問販売、
リフレクソロジー

静岡 青山　達弘

伊
い

故
こ

海
み

正
しょう

二
じ ㈲ファームイコミ

アパート、マンション内部造作工事、
リフォーム工事

榛南 野ヶ本治喜

服
はっ

部
とり

　伸
しん

也
や ㈱色八屋

広告代理事業 富士 大竹　政彦

小
お

田
だ

梨
り

恵
え

子
こ ㈱エコキャリ

カウンセリング、キャリアコンサルティ
ング、研修講師

富士宮 穂坂　勝彦

水
みず

谷
たに

　昌
しょう

平
へ い 水谷商店

鰹節、桜えび、しらすの製造販売 富士宮 渡邉　　卓

瀬
せ

崎
ざき

　祐
ゆう

子
こ らぽーる鍼灸院

鍼灸施術、サプリ販売 浜松 江間　省豪

矢
や

野
の

　珠
たま

美
み GEM Promotions

フルオーダージュエリー製作、 販売、
ジュエリーリフォーム、リノベーション、
各種イベントプロデュース、司会

浜松 河西千代子

小
お

野
の

田
だ

芳
よし

孝
たか 富士信用金庫

預金業務、 貸出業務、 代理業務、 内
国為替業務、 外国為替業務、 保険窓
口販売業務、証券業務

富士 佐藤　義幸

松
まつ

原
ばら

　実
み

希
き まごころ弁当駿河湾店

高齢者向けのお弁当配食、 訪問マッ
サージ

富士 鈴木千恵美

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

宇
う

佐
さ

美
み

福
とし

幹
き 宇佐美産業

産業廃棄物収集運搬 富士宮 簑　　威頼

北
きた

村
むら

　宏
こう

一
いち 日本生命保険相互会社 

沼津支社 富士宮営業部
保険営業等

富士宮 伊藤　洋子

髙
たか

橋
はし

　　陽
のぼる ㈲オーミネ倉庫

冷凍倉庫 富士宮 朝日　康典

田
た

中
なか

　大
だい

輔
すけ ㈲チアキ機工

自動設備の設計、 製作、 施工、 及び
ロボット導入支援

富士宮 眞　　邦幸

戸
とつ

塚
か

　孝
たか

行
ゆき 戸塚孝行行政書士事務所

各種書類作成、行政手続を中心とした
事業者のサポート

富士宮 穂坂　勝彦

平
ひら

田
た

　倫
とも

啓
ひろ ㈱acacia

美容業、不動産管理業 富士宮 朝日　康典

水
みず

野
の

　靖
やす

子
こ ㈲みずの

居宅介護支援、訪問介護、通所介護 富士宮 伊藤　洋子

深
ふか

沢
ざわ

麻
ま

衣
い

子
こ ㈲深沢製帆店

テントの加工・製造業 静岡 山崎かおり

望
もち

月
づき

多
た

恵
え

子
こ Port　Salon

酒場、接客業 静岡 井上　　斉

米
よね

森
もり

　良
ら

偉
い ㈱Regalonico

ホームページ制作、動画制作、SNS運
用、チラシ、名刺デザイン、MEO対策

静岡 若杉　幸秀

大
おお

場
ば

　誉
やす

之
ゆき フロアー技建㈱

樹脂塗床工事、防水工事、塗装工事 志太 吉田　和弘

楠
くす

本
もと

　浩
ひろ

之
ゆき ㈱シズロジ

運送業、食品輸送 志太 大畑　邦明

伊
いと

藤
う

　大
だい

吾
ご キャリアネット協同組合

海外実習生の受入れ支援 榛南 塩見　康平

島
しま

津
づ

未
ひ

佐
さ

子
こ ヒーリングサロン sakuya

占い、カウンセリング 浜松 矢野　珠美

新会員のご紹介（敬称略）　会員数�1077�名

（2022年12月～2023年2月）

《 あなたのスケジュールノートに
 要事項をご記入ください 》

訃 報　２月16日　石川哲也氏（㈱旭建設　富士宮支部会員）がご逝去されました
２月23日　和田光雄氏（㈲竹榮亭 毎日牧場　沼津支部会員）がご逝去されました
謹んでご冥福をお祈りいたします

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2023年
３
月
10日
号
　
通
巻
532号

　
定
価
200
円
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